










































 質問紙の回収数は 714、有効回答数 702名、年齢













は 20歳代が 40・50歳代より、30歳代が 50歳代より
有意に高く、④受容・国際感覚は 20 歳代が 40・50
歳代より有意に高かった。一方、②拒否的・閉鎖的は
50歳代が 20・30歳代より有意に高く③緊張・警戒心
は、30・50歳代が 20歳代に対して有意に高かった。 
Ⅳ 考察 
 異文化受容態度とは「自国へ入ってくる異文化や外
国人に対する好意的で積極的な態度」2）とされる。 
年齢の上昇に伴い異文化への興味関心を持ちにく
い、自国の文化との共存を受け入れにくいこと、さら
に外国人が自分の生活に関わることに拒否的な傾向
が明らかになった。反対に 20歳代の若い世代は心理
的な抵抗が少なく、また異文化に興味関心を持ち、交
流を図るべきと考える傾向が強いことも分かった。 
若い世代に異文化受容態度が高い背景には、在日外
国人の増加や、国際交流教育などで子供の頃から多文
化との接触が身近であったことが予測される。逆に年
齢の高い世代ほど、外国人増加で引き起こされる様々
な社会的問題を見聞き 1)したり、戦後形成されてきた
人種観、民族観によって外国人に対する人種ステレオ
タイプや偏見を形成しているとも考えられる。 
一方、異文化受容態度は個人の異文化の接触頻度に
より左右されるとも言われている。EPA（経済連携協
定）等により外国人看護師の就労が始まり、看護師も
外国人との関わりは増えていくと考えられるが、画一
化された教育ではなく、各人の年代や異文化接触頻度
も考慮しての多文化共生教育が重要になる。 
Ⅴ 結論 
 看護師の異文化受容態度は、年齢の上昇に伴って興
味・関心や受容・国際感覚の低さが、また拒否的・閉
鎖的意識の上昇が明らかとなった。 
異文化受容を促進するためには、その傾向を踏まえ
た上での異文化共生教育が求められる。 
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